
金
沢
城
下
絵
図
史
に
つ
い
て

矢

守

一

彦

〔
要
約
】
　
城
下
絵
図
の
地
図
史
的
研
究
を
拓
い
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ω
諸
城
下
に
遣
さ
れ
た
多
種
多
様
の
絵
図
を
分
類
し
、
対
比
考
察
す
る
と
と
も
に
、

②
な
る
べ
く
多
く
の
欄
別
城
下
に
つ
い
て
の
絵
図
史
を
カ
ル
ト
グ
ラ
フ
ィ
シ
ュ
に
あ
と
づ
け
て
ゆ
く
要
が
あ
る
。
小
稿
で
は
②
の
一
つ
の
試
行
テ
ス
ト
と

し
て
金
沢
の
場
舎
を
選
ん
だ
。
ま
ず
初
期
の
伝
存
図
で
は
、
正
保
城
絵
図
の
趣
を
示
す
寛
文
八
年
図
、
お
よ
び
同
様
の
壮
麗
さ
を
備
え
る
寛
文
七
年
図
・

延
宝
諸
兄
が
、
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
調
進
図
お
よ
び
歪
軸
図
を
代
表
す
る
逸
品
で
あ
る
。
つ
い
で
享
保
期
に
も
有
沢
武
貞
の
手
に
な
る
優
秀
な
諸
作
贔
が
あ
ら

わ
れ
る
が
、
こ
と
に
そ
の
「
賀
州
金
沢
町
割
乙
訓
成
之
弁
」
は
本
図
作
成
の
前
後
に
お
け
る
当
藩
の
カ
ル
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
脈
絡
を
た
ど
る
上
で
言
過
で

き
な
い
。
文
化
・
文
政
期
で
は
「
町
方
絵
図
部
分
図
」
と
「
御
次
御
用
十
九
枚
御
絵
図
」
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
時
期
以
降
に
属
す
る
数
多
の
絵
図
群
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
主
題
図
と
一
般
図
に
わ
け
、
さ
ら
に
後
者
に
関
し
て
は
有
沢
武
貞
図
と
の
異
同
な
ど
を
標
識
と
し
て
系
統
分
類
を
試
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
二
巻
三
号
　
一
九
七
九
年
五
月

金沢城下絵図史について（矢守）

は
　
じ
　
め
　
に

　
小
稿
は
史
学
研
究
会
の
一
九
七
〇
年
度
大
会
に
お
け
る
報
告
「
城
下
絵
図
史
の
方
法
」
の
一
部
で
あ
る
。
城
下
絵
図
の
地
図
学
史
的
研
究
は
、

未
だ
そ
の
方
法
さ
え
も
が
模
索
中
の
段
階
に
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
一
先
ず
は
㈲
質
量
と
も
に
す
ぐ
れ
た
史
料
を
伝
え
る
個
別
城
下
に
即
し
て

そ
の
絵
図
史
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
、
　
お
よ
び
㈲
正
保
城
絵
図
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
　
な
る
べ
く
は
岡
一
時
期
に
属
す
る
諸
城
下
の
絵
図
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
②

〈
ヨ
コ
〉
に
な
ら
べ
て
比
較
検
討
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
㈹
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
米
沢
・
福
井
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
本
稿
も
そ
の

一
環
を
な
す
も
の
で
、
後
掲
の
二
つ
の
湿
雪
と
併
せ
て
金
沢
城
下
絵
図
史
の
素
描
、
一
そ
し
て
難
く
ば
飼
別
城
下
絵
図
史
の
一
つ
の
サ
ソ
プ
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ル
と
し
て
御
批
判
た
ま
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
㈲
と
㈲
は
元
来
、
経
緯
絡
み
合
せ
て
こ
そ
意
味
も
あ
ろ
う
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
③

の
だ
が
、
㈹
に
つ
い
て
は
先
に
若
干
報
告
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
話
題
を
金
沢
図
プ
ロ
パ
ー
に
限
ら
せ
て
頂
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
金
沢
の
城
下
絵
図
に
つ
い
て
は
、
夙
に
増
田
荘
登
男
・
田
中
喜
男
氏
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
増
田
氏
の
そ
れ
は
短
報
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

研
究
成
果
が
凝
縮
さ
れ
た
形
で
、
系
統
図
と
し
て
示
さ
れ
、
田
中
論
文
は
、
石
川
県
立
・
金
沢
市
立
両
図
書
館
の
所
蔵
図
を
中
心
に
、
そ
の
詩

感
千
の
県
下
所
在
の
金
沢
城
下
絵
図
に
つ
い
て
、
初
め
て
体
系
的
な
調
査
・
整
理
を
施
し
た
も
の
と
し
て
高
い
価
値
が
あ
る
と
思
う
。
本
稿
は

右
の
節
高
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
さ
ら
に
田
中
教
授
に
は
調
査
に
際
し
て
も
多
大
の
御
教
示
・
御
支
援
を
た
ま
わ
っ
た
。
す
で
に
両
氏
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
一
応
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
重
複
を
さ
け
、
し
か
も
そ
の
際
田
中
論
文
は
絵
図
の
個
々

に
つ
い
て
、
八
家
の
当
主
名
、
主
要
建
築
な
ど
を
手
が
が
り
に
作
成
年
代
を
推
定
す
る
と
こ
ろ
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
小
論
で

は
よ
り
カ
ル
ト
グ
ラ
フ
ィ
シ
ュ
に
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
両
氏
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
全
く
疑
義
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

後
か
ら
進
む
者
の
責
務
と
し
て
、
せ
め
て
は
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
慶
長
図
（
「
慶
長
金
沢
平
城
裸
図
」
な
ど
）
は
城
内
に
な
お
重
臣
た
ち
の
屋
敷
が
描
か
れ
、
古
い
内
山
下
の
様
絹
を
伝
え
る
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

歴
史
地
理
的
に
は
面
白
い
が
、
後
の
城
下
絵
図
史
に
は
直
接
む
す
び
つ
か
な
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
ま
た
、
寛
永
図
（
い
わ
ゆ
る
「
石
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎
⑦

神
社
氏
子
図
」
）
も
、
事
実
は
森
田
平
次
の
考
証
の
よ
う
に
元
禄
～
享
保
に
成
っ
た
一
種
の
「
歴
史
地
図
」
な
の
で
い
ま
は
ふ
れ
な
い
。

　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
六
　
　
　
　
　
　
「
城
絵
図
と
城
…
下
絵
図
」
、
矢
守
「
城
下
絵
図
の
類
…
別
一
特
に
藩
用
図
に
つ
い

　
矢
守
「
米
沢
城
下
絵
図
に
つ
い
て
－
地
図
史
的
考
察
の
試
み
」

一
二
。

②
矢
守
「
福
井
城
下
絵
図
史
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研
究
』
上

　
大
明
堂
　
昭
五
三
　
所
収
）
。
な
お
、
慨
別
城
下
絵
図
史
に
属
す
る
概
往
の
業
績

　
と
し
て
は
阿
刀
田
令
造
『
仙
台
城
下
絵
図
の
研
究
』
　
斎
藤
報
恩
会
昭
一
一
、

　
村
上
節
太
郎
「
重
僑
の
計
画
し
た
松
劇
域
下
町
の
変
容
一
古
地
図
か
ら
見
た
」

　
撰
予
史
談
二
一
六
な
ど
が
あ
る
。

③
矢
守
『
都
市
図
の
歴
史
i
ヨ
本
編
臨
　
講
談
社
　
昭
四
九
第
一
部
第
三
章

　
て
」
　
（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
城
下
町
と
そ
の
変
貌
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
研
究
』

　
柳
原
書
店
昭
五
四
所
収
）
。

④
増
田
留
年
男
「
金
沢
城
下
古
図
の
し
お
り
」
昭
三
七
。

⑤
田
中
等
量
・
島
村
昇
・
山
岸
政
雄
『
伝
統
都
市
の
空
間
論
・
金
沢
』
弘
訥

　
社
　
昭
五
一
　
第
一
章
第
五
凶
聞
「
金
沢
町
図
の
成
立
」
、
　
田
中
薯
男
「
城
下
町
古

　
図
に
つ
い
て
」
　
金
沢
経
済
大
学
論
集
七
－
一
。

⑥
田
中
前
掲
早
掘
一
章
第
二
節
「
建
設
期
の
城
下
町
」
、
矢
守
前
掲
書
第
三
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部
第
二
章
「
酋
金
沢
」
。

⑦
「
加
州
石
川
郡
石
浦
郷
石
浦
村
長
谷
寺
敷
地
住
吉
伝
来
氏
子
土
地
七
ケ
村

　
石
浦
村
笠
舞
村
保
島
村
朱
学
野
村
山
崎
村
今
市
村
木
ノ
新
保
村
　
写
絵
図
」
（
石
浦

　
神
社
所
蔵
　
一
九
四
×
一
七
九
随
障
匠
メ
）
、
こ
の
県
立
図
書
館
本
（
森
田
平
次
模

写
）
に
同
氏
が
、
伝
寛
永
八
年
作
成
の
本
図
の
な
か
に
後
年
建
立
の
寺
院
等
の
描

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
　
「
按
元
禄
以
後
享
保
以
前
」
の
作
と
の
考
証
を
書
き

添
え
て
い
る
。
田
中
前
掲
書
注
⑤
九
一
～
九
三
ペ
ー
ジ
。

正
保
・
寛
文
・
延
宝
の
諸
図

金沢城下絵図史について（矢守）

　
さ
て
加
賀
藩
に
お
い
て
も
正
保
に
国
絵
図
と
と
も
に
城
絵
図
が
調
進
さ
れ
た
こ
と
は
、
延
宝
五
年
の
「
古
ヨ
リ
　
公
儀
江
被
上
候
御
宴
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

御
国
絵
図
三
脚
品
々
之
帳
」
な
ど
同
種
の
リ
ス
ト
の
冒
頭
に
コ
　
　
正
保
四
年
金
沢
皇
城
丼
侍
屋
敷
町
屋
鋪
一
所
二
記
申
絵
図
」
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
の
を
は
じ
め
、
多
く
の
関
連
史
料
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
目
下
、
件
の
絵
図
の
所
在
は
不
詳
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
寛
文
八
年
の
、
余
白
に
「
加
賀
国
金
沢
之
図
　
松
平
加
賀
守
」
と
記
入
の
あ
る
二
点
は
（
三
八
○
×
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
諺
呼
メ
お
よ
び
三
六
二
×
三
四
八
諺
総
藻
）
、
　
こ
の
記
入
の
仕
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
は
じ
め
、
　
「
山
城
　
本
丸
　
城
外
地
形
よ
り
拾
五
間
高
　
東
西

　
　
朔

．
、
、
．
そ

　
　
允

「．

D
・
図

．
．
帰
年

偏
流

・
”
続
図

九
拾
二
間
半
　
南
北
六
拾
五
問
」
と
い
う
本
丸
に
つ
い
て
の
注
記
、

「
卯
辰
山
高
五
拾
六
間
成
よ
り
四
拾
一
間
高
」
な
ど
「
城
よ
り
地

形
高
所
」
の
地
点
の
本
丸
に
対
す
る
関
係
位
置
の
記
載
（
第
1
図
）
、

ブ
巨
ッ
ク
毎
に
施
さ
れ
た
「
侍
屋
鋪
」
・
「
町
屋
鋪
」
・
「
寺
屋
鋪
」

・
「
中
間
屋
鋪
」
と
い
う
表
し
方
、
「
才
川
深
三
尺
幅
五
拾
間
」
と

い
う
川
幅
の
明
記
等
々
、
正
保
城
絵
図
に
き
わ
め
て
近
い
。
さ
ら

に
町
通
り
に
は
町
名
一
切
な
く
「
此
町
筋
三
町
三
間
」
な
ど
と
間

数
の
み
書
込
み
、
し
か
も
黄
色
く
彩
色
し
た
道
の
中
央
に
施
さ
れ
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穫
．
、
鵜

。ド丁

第2図　寛文8年図（部分，その2）

極
大
図
（
五
六
〇
x
五
〇
〇
陸
早
旦
メ
）
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

八
年
図
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

る
と
思
う
。
ま
た
増
田
氏
が
「
正
保
か
ら
延
宝
に
か
け
て
の
絵
図
は
、

保
図
流
に
石
垣
・
楼
門
・
樹
木
な
ど
を
描
き
こ
ん
で
荘
重
華
麗
な
出
来
上
り
を
呈
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、

文
八
年
図
は
里
心
図
で
あ
る
の
に
対
し
、
寛
文
七
年
図
お
よ
び
延
宝
図
は
家
中
の
屋
敷
割
り
を
主
眼
と
す
る
藩
用
図
で
あ
る
。

た
朱
線
、
　
田
地
に
お
け
る
　
「
四
通
堅
田
」
　
な
ど
の
軍
事
的
注
記
な
ど
も
正
保
式
に
属
す
る

（
第
2
図
）
。
卯
辰
山
の
観
音
院
や
樹
木
、
城
の
石
垣
な
ど
に
つ
い
て
も
重
厚
な
景
観
描
写
が

行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
田
地
の
そ
れ
は
件
の
狩
野
派
流
で
は
な
い
。

　
先
に
ひ
い
た
幕
府
へ
の
調
進
絵
図
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
寛
文
八
年
に
も
「
金
沢
御
城
井
侍

屋
敷
町
屋
鋪
共
二
一
紙
絵
図
」
を
提
出
し
て
お
り
、
　
「
御
絵
図
御
城
外
侍
屋
鋪
町
屋
敷
正
保

四
年
之
絵
図
与
替
り
申
分
為
可
入
　
御
覧
彩
仕
候
右
彩
磯
之
斗
之
替
り
二
而
其
外
藩
上
り
絵

図
二
少
茂
違
無
御
座
候
細
江
戸
二
而
ハ
図
絵
図
を
轡
型
用
御
座
候
」
と
あ
る
。
こ
の
江
戸
表

御
納
戸
土
蔵
に
あ
っ
た
図
と
、
市
立
図
書
館
の
所
蔵
図
と
は
同
一
物
で
は
な
い
が
、
後
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

正
保
図
を
ベ
ー
ス
に
作
成
さ
れ
た
幕
用
図
の
控
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
記
事
か
ら
み
て
も

ま
た
確
か
で
あ
る
。

　
一
、
正
保
四
年
金
沢
御
城
井
地
割
図
　
一
枚

　
一
、
国
御
絵
図

　
　
但
此
地
割
を
以
寛
文
八
年
之
絵
図
出
来
と
付
札
有
之

　
寛
文
期
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、
県
立
図
書
館
に
寛
文
七
年
図
と
称
せ
ら
れ
る
一
分
一
間
の

　
　
　
延
宝
期
の
諸
図
も
蔵
さ
れ
て
い
る
。
田
中
氏
は
こ
の
寛
文
七
年
図
を
「
実
際
は
寛
文

　
③

　
　
　
こ
の
図
に
は
む
し
ろ
延
宝
の
諸
図
と
一
括
り
に
し
て
然
る
べ
き
内
容
が
盛
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
一
系
統
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
た
の
は
、
寛
文
・
延
宝
図
が
、
と
も
に
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
保
図
と
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
老
間
に
は
作

114 （442）
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成
目
的
、
し
た
が
っ
て
記
載
内
容
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
一
、
小
松
よ
り
引
越
弾
金
沢
者
被
下
屋
敷
先
規
絵
図
之
表
薩
シ
申
候
事

　
　
　
　
但
此
絵
図
最
前
子
ノ
十
月
切
二
在
遣
候
所
其
よ
り
末
相
殺
候
屋
敷
之
分
離
而
相
改
寛
文
七
年
十
月
迄
所
々
渡
替
へ
候
才
器
書
記
申
候

　
寛
文
七
年
図
の
余
白
の
書
込
み
に
は
右
の
よ
う
な
条
が
あ
る
が
、
　
「
最
前
子
ノ
十
月
」
と
は
恐
ら
く
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
前
田
利
常
の

心
後
、
小
松
城
下
に
あ
っ
た
家
臣
団
の
金
沢
帰
住
に
伴
な
い
、
同
二
年
の
「
被
下
屋
敷
歩
数
之
定
」
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
翌
三
子
年
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

屋
敷
割
り
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
文
七
年
図
お
よ
び
延
宝
図
（
延
宝
図
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
条
が
記
入
さ
れ
て
い
る
）
は
、
家
臣
団
の
城
下
集
住
が

完
成
度
を
つ
よ
め
て
ゆ
く
な
か
で
、
屋
敷
配
概
の
実
状
を
把
握
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
絵
図
作
成
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
た
め
寛
文
八
年
図
が
「
侍
屋
鋪
」
と
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
一
括
し
て
地
類
を
示
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
部
分
に
、
侍
名
と
各
屋
敷
の
規
模
（
足

軽
屋
敷
等
に
つ
い
て
は
ブ
・
ッ
ク
毎
に
「
足
軽
」
と
の
み
）
が
詳
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
右
に
引
用
の
条
に
続
い
て
「
一
　
御
家
中
下
屋
敷
藪
地
御
座

身
分
面
罵
戯
曲
事
」
と
し
、
　
コ
松
の
葉
本
多
安
房
守
下
屋
敷
相
紋
　
一
茶
の
実
長
九
郎
左
衛
門
下
屋
敷
相
紋
」
以
下
の
相
紋
が
列
記
さ

れ
、
、
絵
図
中
、
三
六
氏
の
下
屋
敷
に
そ
れ
ぞ
れ
の
記
号
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

　
右
の
ニ
カ
条
の
前
に
は
、
図
式
を
添
す
つ
ぎ
の
三
力
条
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
御
城
之
堀
青
ク
色
取
申
候
惣
構
之
土
居
ハ
ろ
く
せ
う
ぬ
里
二
仕
候
事

　
　
一
、
オ
川
浅
野
川
芽
所
々
屋
敷
之
水
道
其
外
町
廻
り
水
た
め
何
茂
青
ク
色
取
申
候
喜

　
　
一
、
所
々
道
筋
黄
二
色
取
申
候
事

　
と
こ
ろ
が
道
筋
は
、
黄
色
に
筆
寒
し
た
中
央
部
に
朱
線
が
ひ
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
正
保
図
式
を
ひ
き
継
い
で
お
り
、
卯
辰
山
の
描
写
な

ど
も
幕
用
図
の
よ
う
に
華
麗
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
城
内
は
平
面
プ
ラ
ン
を
示
す
だ
け
で
景
観
図
的
表
現
は
略
さ
れ
、
濠
幅
、
石
垣
の
高

さ
な
ど
の
注
記
は
な
い
。
田
に
も
件
の
絵
画
的
表
現
は
な
く
、
川
幅
・
水
深
な
ど
の
軍
事
的
注
記
も
な
い
。
町
屋
は
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
「
町
端
」

と
赤
で
記
入
し
、
そ
の
横
に
地
子
町
に
は
墨
で
「
地
子
」
と
書
く
。
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か
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残
領

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
市
立
図
書
館

戦
い
わ
ゆ
る
寛
文
八
年
図
が
恐
ら
く

は
、
正
保
図
を
し
き
写
し
（
し
た
が
っ

て
正
保
図
も
縮
尺
は
六
分
十
間
で
あ
っ

た
ろ
う
）
、
表
現
も
正
保
式
で
あ
る

の
に
対
し
、
県
立
図
書
館
本
寛
文
図

（
寛
文
八
年
図
）
は
、
卯
辰
山
観
音
院

の
描
法
や
、
と
く
に
街
路
の
表
現
に

正
保
図
式
を
と
ど
め
な
が
ら
も
、
家

中
の
屋
敷
割
り
図
と
し
て
新
た
に
作

成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
県
立
図
書
館
本
寛
文
図
と
親

縁
性
の
つ
よ
い
の
が
延
宝
の
諸
図
で
あ
る
。
延
宝
金
沢
図
に
は
県
立
図
書
館
蔵
の
極
大
図
（
五
九
〇
×
五
四
五
膨
好
メ
、
「
延
宝
大
図
」
と
仮
称
す
る
）
、

同
じ
く
森
田
平
次
旧
蔵
図
（
一
六
四
×
一
九
〇
匝
人
け
メ
）
、
同
じ
く
こ
れ
と
同
縮
尺
の
絵
図
（
一
七
五
×
二
〇
二
障
レ
呼
メ
）
が
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

立
図
書
館
蔵
の
「
延
宝
年
間
金
沢
城
下
図
」
（
一
六
七
×
一
九
〇
二
障
け
メ
、
大
正
二
年
氏
家
栄
太
郎
氏
の
模
写
図
）
や
金
沢
市
観
光
会
館
の
「
寛
文
延

宝
頃
ノ
金
沢
城
下
ノ
図
」
（
一
八
六
×
一
五
九
響
町
メ
、
大
正
十
五
年
村
上
莞
爾
氏
模
写
）
と
同
様
、
明
治
以
降
の
写
本
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ま
ず
「
延
宝
大
図
」
は
縮
尺
（
一
分
一
間
、
六
〇
〇
分
の
一
）
を
は
じ
め
、
侍
屋
敷
・
下
屋
敷
（
濃
緑
で
早
言
を
記
入
）
・
町
屋
・
寺
に
つ
い
て
の
記

載
法
、
城
郭
部
の
省
略
し
た
表
現
、
観
音
院
な
ど
の
克
明
な
描
写
、
田
を
狩
野
堺
流
の
描
き
方
で
な
く
「
百
姓
地
」
と
す
る
こ
と
等
々
に
お
い

116 （444）
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て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
地
図
史
的
に
は
県
立
図
書
館
蔵
寛
文
七
年
図
に
等
し
い
。
五
力
条
の
凡
例
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
第
一
条
に
お
い
て

「
ろ
く
せ
う
ぬ
里
」
が
「
墨
ぬ
里
」
に
か
わ
り
、
ま
た
第
四
条
の
「
小
松
よ
り
引
越
」
云
々
の
条
に
お
い
て
但
し
書
き
の
部
分
が
削
ら
れ
て
い

る
。
足
軽
屋
敷
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
「
足
軽
拾
一
人
同
御
頭
一
人
」
・
「
足
軽
五
人
」
な
ど
、
寛
文
図
よ
り
詳
し
く
な
り
、
屋
敷

割
り
図
と
し
て
さ
ら
に
充
実
し
て
い
る
。
た
だ
一
つ
、
寛
文
図
と
の
大
き
な
違
い
は
、
道
を
表
現
す
る
の
に
黄
色
く
彩
る
の
み
で
、
朱
線
を
欠

く
こ
と
で
あ
り
、
幕
用
図
的
な
要
素
を
さ
ら
に
減
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
森
田
氏
旧
蔵
本
は
縮
尺
三
分
十
間
、
二
〇
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
、
内
容
は
、
と
く
に
地
図
史
的
に
は
延
宝
大
図
に
ほ
ぼ
等
し
い
。

五
力
条
の
凡
例
も
、
第
一
条
に
お
い
て
、
「
御
城
之
堀
青
ク
色
取
申
候
」
を
削
り
、
「
惣
構
土
居
糊
塗
一
一
仕
候
事
」
と
な
り
、
下
屋
敷
の
相
客
列

記
に
お
い
て
、
マ
ー
ク
の
よ
び
名
や
藩
士
名
に
若
干
の
異
動
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
本
図
は
そ
の
箱
書
に
「
延
宝
金
沢
明
細
書
等
二
品
賜

金
沢
高
高
両
絵
図
者
旧
藩
前
田
家
五
世
松
雲
準
依
命
所
製
之
古
習
実
二
難
得
珍
図
也
　
森
田
平
次
識
」
と
あ
る
が
、
観
音
院
の
堂
舎
を
金
泥
で

縁
ど
る
の
を
は
じ
め
、
卯
辰
山
一
帯
や
宝
円
寺
周
辺
の
懸
炭
、
総
構
の
土
手
な
ど
、
寛
文
図
や
他
の
延
宝
図
に
比
し
て
も
よ
り
華
麗
な
の
は
、

藩
主
綱
紀
の
た
め
に
仕
立
て
ら
れ
た
ゆ
え
か
と
推
測
さ
せ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
森
田
氏
旧
蔵
本
が
「
延
宝
大
図
」
を
縮
写
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
。
前
老
に
は
仙
石
町
付
近
、
小
立
野
お
よ
び
本
多
町
か
ら
笠
舞
付
近
に
か
け
て
の
部
分
に
貼
り
紙
が
施
さ
れ
て
い
る

が
、
貼
り
紙
の
下
は
、
　
「
延
宝
大
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
県
立
図
書
館
本
延
宝
図
写
と
、
市
立
図
書
館
蔵
の
氏
家
氏
本
は
、
そ
の
内
容
ほ
と
ん
ど
等
し
い
が
（
た
だ
し
前
者
に
は
凡
例
五
力
量
を
欠
く
な
ど

の
差
異
が
あ
る
）
、
　
こ
の
一
一
者
は
森
田
氏
旧
蔵
本
の
権
接
の
写
し
で
は
な
い
（
縮
尺
は
三
者
と
も
三
分
壁
間
、
二
〇
〇
〇
分
の
一
で
あ
る
が
）
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
二
期
は
、
小
立
野
・
本
多
町
～
笠
舞
付
近
に
関
し
て
は
「
延
宝
大
図
」
に
、
　
～
方
仙
石
町
付
近
に
闘
し
て
は
森
田
氏
旧
蔵
本
の
貼
紙

に
よ
る
訂
正
に
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
等
し
い
の
で
あ
る
。
ま
た
図
中
に
お
い
て
諸
士
の
下
屋
敷
を
表
わ
す
の
に
森
田
氏
旧
蔵
本
で
は
紋
様
を
描
い
て

い
る
の
に
対
し
、
こ
の
工
図
で
は
「
わ
り
び
し
」
・
「
も
っ
こ
う
」
な
ど
紋
様
の
名
称
を
書
き
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
森
田
氏
矯
蔵
本
以
外
の
原
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
ら
の
模
写
と
推
定
さ
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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①
以
下
、
と
く
に
断
る
も
の
以
外
は
す
べ
て
金
沢
市
立
級
書
館
所
蔵
加
越
能
文
庫

　
の
文
書
で
あ
る
。

②
前
田
文
庫
所
蔵
　
枚
文
書
（
増
田
「
金
沢
城
下
古
図
の
し
お
り
」
二
ペ
ー
ジ

　
所
引
）
。

③
田
中
他
『
伝
統
都
市
の
空
潤
筆
肺
九
九
ペ
ー
ジ
。

④
　
増
田
前
掲
注
②
　
ニ
ペ
ー
ジ
。

⑤
あ
た
か
も
こ
の
時
期
は
金
沢
城
下
域
の
急
激
な
拡
大
期
に
あ
た
る
。
元
改
伶
奉

行
高
沢
忠
順
の
「
改
作
所
課
謁
扁
下
編
に
も
「
万
治
二
年
以
来
御
城
下
廻
り
田
畑

　
を
潰
し
、
武
家
・
町
家
等
の
麗
敷
と
成
事
將
し
」
と
み
え
る
（
田
中
喜
男
『
撫
賀

蝦
欝
に
お
け
り
る
都
市
の
川
留
究
』
　
　
文
～
総
八
冨
韻
版
　
　
㎝
順
一
血
一
一
～
　
一
〇
九
～
一
　
一
〇
ぺ

　
ー
ジ
）
。

⑥
「
延
宝
金
沢
図
に
つ
い
て
一
郷
土
の
古
地
図
展
に
寄
せ
て
」
石
川
県
社
会

　
教
育
会
館
だ
よ
り
八
一
一
…
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二
　
有
沢
武
貞
と
享
保
図

　
金
沢
城
下
絵
図
史
に
お
い
て
、
寛
文
・
延
宝
図
の
つ
ぎ
に
一
つ
の
大
き
な
ピ
ー
ク
を
な
し
て
い
る
の
は
、
有
沢
武
貞
に
よ
る
享
保
の
二
野
で

あ
ろ
う
。
そ
の
一
つ
、
　
「
加
陽
金
府
武
士
町
細
見
図
」
（
市
立
図
書
館
蔵
、
天
明
八
年
長
忌
屋
写
）
は
、
袋
綴
の
地
図
帖
の
形
式
を
と
り
（
二
八
×
二

〇
ゆ
断
メ
）
、
「
城
下
得
失
考
」
・
「
賀
州
金
沢
町
割
製
図
成
之
弁
」
お
よ
び
金
沢
御
坊
、
金
沢
の
由
縁
に
つ
い
て
の
記
事
、
「
町
図
凡
例
」
な
ど
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

二
丁
を
前
文
と
し
、
三
三
丁
の
割
図
が
つ
づ
く
。
図
そ
の
も
の
の
重
要
さ
も
さ
り
な
が
ら
、
　
「
町
割
之
図
成
之
弁
」
は
、
本
図
の
成
立
過
程
を

叙
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
せ
て
当
城
下
絵
図
史
の
脈
絡
を
辿
る
上
で
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
な
の
で
、
多
少
引
用
が
長
く
な
る
け
れ

ど
も
、
要
所
を
掲
げ
つ
つ
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
（
…
ー
ー
間
は
割
注
）
。

　
有
沢
森
右
衛
門
平
武
貞
金
沢
ノ
図
ヲ
作
ラ
ン
ト
大
志
ヲ
起
ス
ハ
元
禄
九
転
子
年
十
五
才
i
此
時
五
月
五
日
ヨ
リ
才
次
郎
峻
政
ト
郷
土
名
ハ
小
太
郎
貞
次
ト

　
　
云
元
禄
十
三
庚
比
年
ヨ
リ
武
貞
ト
云
十
八
才
也
元
禄
十
七
甲
申
正
月
ヨ
リ
森
右
衛
門
ト
改
ム
ー
ノ
墨
継
リ
ノ
蔓
也
其
初
期
或
ハ
彦
三
町
…
伯
父
有
沢
弥

　
　
三
郎
重
澄
後
致
遠
州
改
一
或
摺
鉢
形
一
叔
父
関
屋
市
霜
衛
門
政
知
入
道
シ
テ
政
知
ト
云
一
二
不
懸
者
在
テ
往
来
ノ
節
小
紙
角
蝉
道
筋
ヲ
覚
書
シ
類
シ

　
　
テ
諸
所
ヲ
記
ス
者
年
々
是
ヲ
積
テ
箆
裏
二
春
秋
ヲ
経
タ
リ
ー
是
父
有
沢
九
八
郎
永
貞
初
ハ
俊
貞
ト
云
後
年
采
右
衛
門
ト
改
ム
若
カ
リ
シ
ト
キ
ヨ
リ
図
翁
遠

　
近
道
印
ト
云
シ
建
碑
ノ
郵
亭
藤
井
半
智
ト
テ
越
中
富
山
ノ
小
臣
タ
リ
斗
枡
磁
針
ヲ
以
テ
計
ノ
凶
聞
ノ
図
ヲ
ナ
ス
業
ヲ
伝
ヘ
テ
武
貞
幼
年
タ
レ
ト
モ
又
習
之
ヨ

　
　
リ
思
ヒ
立
シ
蔓
也
道
印
江
戸
ノ
大
図
ヲ
作
り
又
駿
府
ノ
図
ヲ
作
り
タ
ル
咄
ア
ル
蔓
ニ
テ
天
下
ヲ
免
ナ
シ
タ
ル
事
誠
二
図
翁
ナ
リ
ー
元
禄
十
二
己
迎
年
同
十
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三
士
辰
年
十
七
八
才
ノ
ト
キ
重
テ
志
ヲ
起
シ
改
二
合
セ
テ
略
図
ヲ
作
ル
…
一
庚
辰
ノ
年
十
二
月
廿
三
民
二
茶
臼
山
崩
テ
其
辺
ノ
絵
図
ヲ
ナ
ス
事
ニ
テ
猶
是
二

　
携
ル
也
一

　
こ
こ
ま
で
は
享
保
図
に
は
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
が
、
作
者
武
貞
の
履
歴
を
自
ら
よ
く
語
っ
て
い
る
く
だ
り
な
の
で
引
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

武
貞
の
父
無
貞
に
つ
い
て
は
先
に
「
主
図
合
結
記
」
の
解
題
書
で
述
べ
た
し
、
ま
た
「
図
翁
遠
近
道
印
ト
云
シ
潜
実
ノ
名
ハ
藤
井
半
智
」
に
関

し
て
は
前
著
『
都
市
図
の
歴
史
ー
ー
日
本
編
』
で
一
章
を
設
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
有
沢
致
遠
は
延
宝
五
年
組
外
に
列
し
、
御
書
物
役
と
し
て

三
〇
俵
六
人
扶
持
を
う
け
、
天
和
元
年
兄
の
遺
知
の
う
ち
一
〇
〇
石
を
急
ぎ
（
正
徳
四
年
、
一
〇
〇
石
加
増
）
、
享
保
十
一
年
に
御
書
物
奉
行
ま
で

　
　
　
　
③

進
ん
で
い
る
。
関
屋
政
知
は
右
の
『
城
郭
図
譜
　
主
図
合
結
記
』
で
ふ
れ
た
政
春
の
次
男
、
延
宝
五
年
新
番
歩
と
し
て
三
五
俵
七
人
扶
持
を
う

け
た
の
に
始
ま
り
、
貞
享
三
年
家
督
（
三
五
〇
石
）
を
つ
ぎ
組
外
番
頭
、
留
守
居
物
頭
な
ど
を
つ
と
め
た
。
享
保
九
年
致
仕
、
　
「
入
道
シ
テ
政
知

ト
云
」
と
は
、
実
名
を
そ
の
ま
ま
号
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
か
ら
正
徳
年
間
の
藩
の
公
務
・
民
事
・
刑
事
の
取
扱
例
を
載
せ
た
「
関
屋

　
　
　
　
　
　
④

録
」
の
著
が
あ
る
。

　
然
ル
ニ
有
時
哉
享
保
五
庚
子
年
七
月
下
旬
横
山
大
和
守
小
野
貴
林
一
－
其
幅
下
監
物
ト
云
ー
ノ
許
二
万
治
年
間
ヨ
リ
寛
文
五
六
年
頃
迄
金
沢
ノ
大
絵
図

　
一
議
シ
分
問
ノ
大
図
ナ
リ
ー
有
之
大
サ
三
間
四
方
其
実
垂
紐
ル
奥
村
内
記
平
温
良
ノ
許
二
拠
テ
頼
之
テ
大
図
ヲ
借
請
即
時
二
隅
学
ノ
門
弟
十
余
人
ト
言

　
談
シ
栖
老
亭
二
黒
テ
八
月
申
玉
簾
二
臨
書
シ
畢
ノ
蒋
ヲ
不
等
三
分
十
間
ノ
積
ヲ
以
テ
其
大
図
ヲ
縮
テ
端
々
不
定
ノ
所
ヲ
ハ
自
身
走
リ
廻
テ
見
分
シ
図
シ
加
フ

　
i
与
力
町
ヲ
初
メ
所
々
是
多
シ
ー
此
迄
カ
ラ
町
奉
行
金
森
内
匠
橘
信
近
i
l
後
ハ
御
首
将
頭
ト
成
タ
リ
i
i
宮
崎
長
太
夫
穂
積
成
信
一
1
其
節
ハ
重
信

　
ト
云
当
隣
御
小
駅
頭
也
－
両
人
共
二
毎
度
交
会
シ
町
中
ノ
図
ノ
蔓
ヲ
談
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
互
一
一
公
私
ノ
雑
用
繁
シ
テ
是
ヲ
果
サ
ス
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
も
と

　
横
山
氏
は
重
臣
八
家
の
一
、
文
林
は
そ
の
第
六
代
、
通
称
は
監
物
の
ほ
か
求
馬
と
も
云
う
。
従
五
位
下
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
た
の
は
享
保
八

　
　
　
⑤

年
で
あ
る
。
こ
の
名
家
に
蔵
せ
ら
れ
た
「
万
治
年
問
ヨ
リ
寛
文
五
六
年
頃
迄
」
の
大
絵
図
は
、
　
「
大
サ
三
問
四
方
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
も
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
る
よ
し

文
七
年
図
系
統
の
絵
図
で
あ
ろ
う
。
奥
村
温
良
は
八
家
奥
村
氏
の
支
家
の
第
五
代
、
宝
永
三
年
一
万
七
四
五
〇
石
を
つ
い
で
い
る
。
武
貞
は
こ

の
温
良
を
介
し
て
借
う
け
た
万
治
～
寛
文
図
を
十
数
人
掛
り
で
写
す
と
と
も
に
三
分
十
間
図
に
縮
め
た
こ
と
、
お
よ
び
町
奉
行
ら
が
「
町
中
ノ
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図
し
の
こ
と
を
彼
と
網
談
し
合
っ
た
と
い
う
事
実
に
留
意
し
て
お
こ
う
。

　
（
欠
字
）

　
ロ
ノ
図
出
来
ス
ル
斬
付
テ
由
比
五
郎
左
衛
門
平
勝
歩
i
其
比
御
部
屋
物
頭
御
近
習
ノ
取
次
役
ナ
リ
当
時
ハ
段
々
役
替
有
テ
御
馬
廻
頭
蓋
リ
ー
ヲ
以
テ
吉

　
治
公
一
此
節
畑
江
戸
田
御
座
ナ
サ
レ
御
入
国
忌
之
ナ
リ
ー
御
慰
血
斑
上
可
申
哉
不
哉
ノ
蔓
ヲ
江
芦
へ
相
伺
ヒ
出
来
セ
ハ
可
遡
上
霊
廟
出
サ
ル
ー
用
役

　
　
ノ
抄
ヲ
最
中
述
作
ス
ル
ニ
依
テ
昼
夜
片
隣
モ
余
暇
ト
テ
ハ
無
意
ナ
リ
ー
享
保
九
六
贋
年
七
月
吉
治
公
御
入
国
有
テ
八
月
十
一
日
武
貞
モ
御
細
工
奉
行
仰
付

　
ラ
レ
其
頃
江
戸
御
供
二
召
連
ラ
レ
其
翌
年
春
画
帰
国
ノ
御
供
其
年
中
公
務
無
隙
也
i
御
入
國
御
祝
儀
御
能
等
ナ
リ
ー
同
十
一
丙
午
年
御
細
工
者
奥
津
文

　
平
良
当
館
談
シ
テ
良
当
身
取
テ
絵
細
工
者
ノ
小
暇
ヲ
拾
ヒ
テ
三
分
十
間
ノ
劇
中
画
ヲ
墨
雷
シ
彩
色
ヲ
加
ヘ
ン
蔓
ヲ
思
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
公
用
自
他
繁
多
ニ
シ
テ

　
巧
ヲ
遂
ス
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
「
吉
治
公
」
と
は
第
六
代
藩
主
吉
徳
で
あ
る
。
田
中
論
文
で
は
「
臨
書
」
し
た
大
絵
図
を
「
吉
徳
に
献
上
し
た
」
と
あ
る
が
、
武
貞
が
献
上

し
よ
う
と
し
た
の
は
、
そ
れ
を
縮
め
修
正
を
加
え
た
三
分
一
〇
間
図
の
方
で
あ
り
、
し
か
も
「
公
務
無
隙
」
し
て
そ
れ
を
ま
だ
果
し
て
い
な
い

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
に
引
用
の
個
所
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
弁
解
で
あ
る
。
そ
の
「
片
時
モ
余
暇
ト
テ
ハ
心
身
」
理
由
の
一
つ
と
し

て
「
十
役
ノ
抄
」
の
執
筆
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
諸
士
・
使
番
・
武
老
奉
行
な
ど
当
藩
の
「
十
役
」
に
つ
い
て
、
そ
の
沿
革
・
性
格
・
心

得
な
ど
を
叙
し
た
も
の
で
全
一
九
冊
、
　
正
徳
六
年
に
始
め
享
保
七
年
に
脱
稿
し
た
書
。
な
お
武
貞
の
こ
の
他
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
　
日
置
謙

『
加
能
郷
土
辞
彙
』
な
ど
に
詳
し
い
。

　
然
ル
ニ
当
時
町
奉
行
小
堀
左
兵
衛
溝
玩
永
頼
稲
垣
与
三
右
衛
門
記
組
手
本
町
地
子
町
ノ
肝
煎
共
へ
世
渡
シ
夫
々
ノ
支
配
先
ノ
絵
図
ヲ
致
サ
セ
取
集
ル
老
四
十

　
五
枚
町
人
会
所
へ
出
之
両
氏
共
二
武
貞
力
旧
友
中
隔
モ
稲
垣
氏
ハ
同
門
学
童
ニ
テ
先
年
ヨ
リ
武
貞
力
出
置
二
心
力
ヲ
尽
ス
ヲ
知
テ
享
保
十
八
癸
丑
年
十
月
十

　
日
過
二
集
ル
駈
ノ
図
共
ヲ
武
貞
国
許
借
ス
武
貞
左
半
身
不
自
由
ト
イ
ヘ
ト
モ
冬
天
厳
寒
ヲ
不
厭
十
一
月
初
ヨ
リ
十
二
月
上
旬
逡
二
町
中
ノ
小
路
々
々
迄
モ
悉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欠
宇
）

　
ク
潮
頭
武
士
屋
敷
ハ
聞
二
随
テ
名
ヲ
改
メ
書
且
当
晴
加
州
ノ
郡
奉
行
関
屋
佐
左
衛
門
壷
口
嗣
林
源
太
左
衛
門
源
定
観
二
談
シ
町
支
配
ノ
外
ノ
郡
支
配
ノ
新
家

　
諸
所
ノ
図
ヲ
集
メ
因
二
改
正
シ
附
且
鶴
亀
足
軽
町
ノ
割
等
ハ
其
頭
々
へ
言
談
シ
各
図
ヲ
以
テ
改
墨
付
シ
大
身
下
屋
敷
ノ
内
道
筋
モ
向
歯
ヲ
以
テ
乞
求
メ
テ
改

　
　
メ
正
シ
（
中
略
）
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「
然
ル
一
こ
の
前
の
中
略
個
所
に
は
、
享
保
十
五
年
九
月
に
武
貞
が
「
十
死
一
生
ノ
大
病
ヲ
受
テ
左
半
身
ノ
手
足
不
叶
」
の
状
態
に
な
り
、

「
役
儀
ヲ
御
亭
申
上
ル
」
も
「
其
儘
相
勤
可
申
旨
御
出
サ
レ
同
十
七
壬
子
年
四
月
重
織
内
用
仰
付
ラ
レ
」
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

従
っ
て
「
十
時
」
と
は
こ
の
享
保
十
七
年
ご
ろ
を
指
す
が
、
享
保
五
年
ご
ろ
の
町
奉
行
た
ち
が
談
合
し
て
い
た
「
町
中
ノ
図
ノ
蔓
」
が
実
現
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

運
び
と
な
り
、
宮
町
肝
煎
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
「
四
十
五
枚
」
の
絵
図
が
町
会
所
に
提
出
さ
れ
た
と
の
重
要
な
事
実
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

武
貞
は
そ
の
四
十
五
上
図
の
成
果
を
も
と
り
入
れ
、
か
つ
郡
奉
行
支
配
下
の
町
続
き
地
の
諸
図
を
も
入
手
し
、
彼
の
城
下
絵
図
を
充
実
さ
せ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
さ
て
右
の
引
用
に
つ
づ
い
て
享
保
十
九
年
三
月
に
い
た
り
、
武
貞
は
病
療
養
の
た
め
役
儀
御
免
と
な
り
、
代
っ
て
弟
の
致
貞
に
仰
付
と
な
る
。

む
ね
さ
だ

致
貞
は
享
保
元
年
新
番
に
列
し
（
同
五
年
、
一
五
〇
石
を
受
け
る
）
、
十
八
年
半
養
父
た
る
前
記
の
致
遠
の
重
圏
二
〇
〇
石
を
襲
い
で
、
御
細
工
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

行
・
物
頭
並
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、
兵
法
・
算
法
に
通
じ
て
著
書
も
数
多
く
、
父
永
倉
・
兄
武
貞
と
と
も
に
世
に
「
有
沢
三
貞
」
と
称
さ
れ
た
。

　
此
図
高
覧
二
樹
冠
ル
玉
肥
今
ハ
近
年
普
請
方
役
所
へ
仰
渡
サ
レ
タ
ル
由
ナ
レ
ハ
不
入
蔓
ト
イ
ヘ
ト
モ
頃
日
仕
残
タ
ル
所
々
閑
隙
ア
ル
ヲ
以
テ
改
之
清
図
ヲ
ナ

　
ス
ヘ
キ
物
申
モ
非
ス
髪
ヲ
切
抜
テ
ハ
接
替
刃
ヲ
塗
消
テ
ハ
彩
色
ヲ
瘡
蓋
終
ル
志
ヲ
起
シ
テ
ヨ
リ
三
十
九
年
ノ
歳
霜
ヲ
心
頭
二
恩
テ
今
病
身
半
身
不
叶
ノ
期
二

　
致
テ
成
就
ス
ル
モ
不
可
思
議
ノ
至
り
也
（
後
略
）

　
　
蒋
是
享
保
十
九
甲
寅
年
四
月
中
旬
於
栖
老
亭
－
桃
水
軒
有
沢
平
武
貞
字
章
章
敬
書
之
一

　
こ
こ
に
も
当
城
下
の
絵
図
史
に
と
っ
て
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
享
保
十
九
年
目
「
近
年
」
、
城
下
絵
図
作
成
の
こ
と
が
「
普

請
方
役
所
へ
仰
渡
サ
レ
タ
偏
の
で
、
武
貞
が
こ
の
図
を
献
上
す
る
こ
と
は
も
早
、
不
要
に
な
っ
た
云
々
と
し
て
い
る
く
だ
り
で
あ
る
。
田
中
論

文
に
は
右
の
個
条
を
引
き
つ
つ
「
正
保
城
下
絵
図
及
び
寛
文
・
延
宝
金
沢
図
の
作
製
は
普
請
会
所
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
以
降
『
近
年
普
請
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

役
所
へ
仰
渡
サ
レ
タ
ル
由
ナ
レ
ハ
不
入
事
』
と
な
っ
て
い
た
如
く
で
あ
る
」
と
み
え
る
が
、
普
請
奉
行
の
役
所
が
普
講
会
所
で
あ
る
。
正
保
や

寛
文
・
延
宝
図
の
作
成
が
何
役
の
管
掌
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
享
保
十
九
年
の
近
年
、
新
た
な
絵
図
の
作
成
が
普
請
奉
行
に
下
命
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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こ
う
し
て
享
保
十
九
年
に
、
　
「
加
陽
甲
府
武
士
町
細
見
図
」
と
「
賀
州
金
沢
誠
下
町
割
正
極
三
図
」
の
二
図
が
完
成
し
た
。
細
見
図
の
方
は

城
を
中
心
に
、
城
下
を
図
塗
筆
に
横
長
の
一
二
図
に
わ
け
て
い
る
（
市
立
図
書
館
本
は
泉
弄
町
の
分
を
欠
く
）
。
　
た
と
え
ば
「
御
意
ヨ
リ
濃
墨
野
川

旧
縁
岩
根
馬
場
辺
爾
御
坊
町
塩
屋
町
鍛
治
町
上
載
之
但
惣
川
ノ
外
」
・
「
同
武
士
町
方
角
ハ
御
城
ヨ
リ
北
浅
野
ノ
下
中
嶋
町
笹
嶋
殿
辺
ヨ
リ
小
橋

大
橋
関
助
馬
揚
一
番
丁
ヨ
リ
六
番
丁
迄
其
外
観
音
思
郷
徒
町
井
夘
辰
辺
語
々
不
残
載
之
」
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
凡
例
に
掲
げ
て
い
る
の
は
町
家
（
灰
色
）
、
街
道
（
黄
色
）
、
寺
社
、
明
地
の
四
種
で
あ
る
が
、
　
こ
の
ほ
か
濠
・
川
・
上
水
な
ど
の
水
系
に
は

青
、
橋
は
朱
色
、
惣
構
の
土
手
や
石
垣
、
近
郊
の
村
、
城
門
、
観
音
堂
宇
、
樹
木
な
ど
は
絵
画
風
に
描
写
さ
れ
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
町
屋
地
区

は
道
路
に
町
名
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
侍
屋
敷
地
区
に
つ
い
て
は
家
中
の
姓
ま
た
は
姓
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
屋
敷
割

り
の
線
は
な
い
）
。
町
屋
地
区
を
彩
色
し
た
の
は
「
武
士
家
町
家
に
椙
交
り
或
は
町
屋
と
武
士
家
後
合
せ
に
台
墨
訳
難
見
分
二
色
絵
を
平
縫
を
わ

か
つ
能
見
分
ケ
安
き
為
な
り
」
（
凡
例
）
。
ま
た
寺
社
に
は
宗
派
名
と
寺
号
が
注
記
し
て
あ
る
。
寺
社
は
橋
の
名
と
と
も
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る

か
ら
だ
と
凡
例
に
み
え
る
。
ま
た
木
戸
の
印
も
、
街
路
の
通
り
抜
け
の
有
無
を
示
す
目
印
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
　
金
沢
所
々
の
寺
社
の
号
艦
名
駈
包
埋
時
兇
充
に
成
或
ハ
町
内
長
ク
難
尋
時
機
主
骨
乃
近
所
と
な
り
と
韓
ね
便
り
に
難
事
多
し
寺
地
記
逸
事
図
の
専
要
な

　
　
り

　
　
一
　
諸
家
の
家
中
下
屋
敷
通
り
抜
ケ
早
成
五
明
入
墨
ニ
木
戸
を
画
ク
通
り
抜
候
所
蔵
跡
先
二
木
戸
を
画
其
印
と
す
○
池
川
口
々
の
亭
々
其
外
の
語
々
名
を
書

　
　
記
す
事
是
亦
其
所
の
見
当
に
も
成
是
亦
町
名
と
同
前
也

　
要
す
る
に
、
つ
ぎ
の
凡
例
の
一
条
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
図
は
敢
て
正
確
を
期
す
る
よ
り
は
、
種
々
、
市
中
案
内
図
と
し
て
の
便

宜
を
配
慮
し
た
割
絵
図
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
に
も
大
城
下
で
は
割
絵
図
仕
立
て
の
例
が
少
な
く
な
い
。

　
　
　
　
　
〔
バ
カ
つ
・
〕

　
　
一
　
絵
図
図
リ
或
ハ
縮
或
ハ
素
養
ヘ
ハ
大
名
屋
敷
二
号
茂
小
サ
ク
成
り
小
身
二
而
茂
座
取
り
広
く
な
り
総
量
是
又
見
る
者
よ
く
推
察
忍
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
武
貞
は
同
じ
年
「
加
州
金
沢
町
割
正
極
之
大
図
」
を
も
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
分
十
間
、
工
O
O
O
分
の
一
図
で
あ
る
。
本
岡
三
郎
馬

蔵
「
賀
州
金
沢
城
下
町
割
正
極
春
色
」
は
、
翌
二
十
年
に
大
図
を
一
分
半
十
闘
、
四
〇
〇
〇
分
の
一
に
縮
小
し
た
図
の
写
本
（
延
享
三
年
富
田
貞
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真
写
）
で
あ
り
、
主
要
家
臣
の
屋
敷
に
は
名
が
入
っ
て
い
る
。
市
立
図
書
館
蔵
の
そ
れ
は
武
貞
の
筆
に
な
る
一
分
十
間
（
六
〇
〇
〇
分
の
一
）
の
縮

小
判
で
あ
る
。

　
　
淡
墨
　
惣
構
土
居
、
藍
漏
　
川
・
堀
・
用
水
・
池
、
惣
三
水
の
類
、
回
田
　
山
・
岸
・
明
地
、
其
品
々
は
少
々
厚
薄
在
之
、
濃
繭
黄
　
植
物
、
萌
黄
墨

　
　
畑
地
、
藍
屑
繭
黄
　
田
面
、
藍
墨
　
屋
敷
、
朱
墨
　
石
垣
井
植
物
の
木
幹
、
紅
黄
　
橋
、
紅
黄
土
　
山
隈
、
黄
　
侍
、
浅
黄
　
足
軽
小
者
、
鼠
色
　
寺
社
、

　
　
生
燕
脂
　
本
町
、
朱
之
上
澄
　
本
町
に
准
ず
る
町
井
町
人
拝
領
地
、
丹
　
地
子
町
・
地
子
地
、
磁
土
　
門
前
地
町
、
（
以
下
雀
略
）

　
右
の
よ
う
な
凡
例
を
掲
げ
門
二
五
品
を
以
露
見
に
後
れ
な
か
ら
し
む
」
と
す
る
。
現
代
の
土
地
利
用
図
の
作
成
意
図
に
も
通
ず
る
性
格
を
備

え
て
お
り
、
都
市
域
の
空
間
構
造
を
み
ご
と
に
描
き
出
し
て
い
る
。
彼
は
す
で
に
地
図
と
い
う
も
の
の
効
用
を
熟
知
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
な
お
武
貞
の
宝
永
八
年
の
著
「
魚
見
便
蒙
砂
」
か
ら
は
、
彼
が
右
の
享
保
図
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
駆
使
し
た
は
ず
の
測
量
術
の
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

術
段
階
や
、
遠
近
影
印
と
の
つ
な
が
り
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
詳
し
く
は
こ
れ
も
紙
数
の
都
合
で
別
稿
に
譲
っ
た
。

①
　
他
に
菓
森
博
吉
氏
蔵
本
、
菓
北
大
学
狩
野
文
庫
本
な
ど
が
あ
り
、
田
中
他
『
伝

　
統
都
市
の
施
垣
㎜
圓
払
嗣
臨
　
に
［
紹
介
距
こ
れ
て
い
げ
。
　
（
一
（
）
○
～
一
（
）
一
ペ
ー
ジ
）
。
　
晶
剛
出
姻

　
に
つ
い
て
は
田
中
氏
よ
リ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
拝
借
し
て
検
討
し
た
が
、
表
題

　
・
丁
数
に
少
し
く
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
主
内
容
に
変
化
は
な
い
。

②
　
矢
守
『
城
郭
國
譜
　
主
図
合
結
記
』
　
名
著
出
版
　
昭
四
九
　
四
五
九
～
四
穴

　
一
ぺ
…
ジ
。

③
日
置
謙
『
加
能
郷
土
辞
彙
』
北
国
新
聞
社
昭
瓢
＝
二
七
ペ
ー
ジ
。

④
　
同
右
　
四
九
〇
ペ
ー
ジ
。

⑤
　
同
右
　
九
四
八
ぺ
ー
ジ
。

⑥
田
中
前
掲
書
注
①
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
。

⑦
各
国
の
肝
煎
な
ど
の
手
で
所
轄
の
…
町
絵
図
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
つ
い

　
て
惣
絵
図
が
編
集
さ
れ
る
手
順
に
つ
い
て
は
、
先
に
若
干
の
城
下
の
蟻
例
を
紹
介

　
し
た
（
矢
守
「
城
下
絵
図
の
類
別
」
）
。

⑥
日
遣
前
掲
欝
二
七
ペ
ー
ジ
、
田
中
鉄
吉
『
改
訂
増
補
郷
土
数
学
』
池
善
書

　
店
昭
一
二
　
八
ペ
ー
ジ
以
下
。

⑨
　
田
中
前
掲
書
注
①
　
九
九
ペ
ー
ジ
。

⑩
　
帯
立
図
書
館
本
で
は
、
　
「
凡
例
」
に
お
い
て
寺
社
・
明
地
の
二
つ
に
は
枠
ど
り

　
の
み
で
彩
色
を
欠
き
、
絵
図
上
で
も
何
ら
の
筆
彩
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。

⑪
所
在
不
詳
と
さ
れ
る
。
横
浜
帝
長
茂
所
蔵
図
が
あ
る
い
は
原
図
で
あ
ろ
う
か
。

⑫
別
稿
「
有
沢
武
貞
著
『
町
見
便
蒙
妙
』
に
つ
い
て
」
未
発
表
。
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三
　
金
沢
町
方
絵
図
部
分
図
と
各
種
の
主
題
図

　
当
城
下
の
絵
図
史
は
、
文
化
・
文
政
期
に
お
い
て
ま
た
注
目
す
べ
き
二
つ
の
仕
事
を
加
え
る
。
そ
の
う
ち
0
9
「
御
次
御
用
金
沢
十
九
枚
御
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

図
」
に
つ
い
て
は
鋼
稿
で
報
告
し
た
が
、
こ
の
大
掛
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
役
の
一
人
有
沢
貞
庸
は
武
貞
の
孫
で
あ
り
、
事
実
第
二
章
で

述
べ
た
享
保
の
武
貞
図
が
測
量
作
業
の
基
盤
に
用
い
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
い
ま
一
つ
の
⑥
「
金
沢
町
方
絵
図
部
分
図
」
は
、
文
化
八
年
置
町
会

所
に
備
付
け
の
図
を
町
奉
行
に
提
出
し
た
各
町
単
位
の
割
絵
図
で
あ
る
。
才
許
肝
煎
ご
と
に
｛
枚
（
所
轄
区
域
の
広
い
と
こ
ろ
は
二
枚
）
、
本
来
は

五
〇
枚
あ
っ
た
も
の
と
屠
さ
れ
る
う
ち
の
四
〇
枚
、
お
よ
び
こ
れ
に
付
属
す
る
「
絵
図
名
帳
」
一
〇
冊
の
う
ち
七
冊
が
、
「
金
沢
町
惣
絵
図
」
・

「
金
沢
町
奉
行
支
配
町
筋
団
坐
偏
（
文
政
二
年
写
）
各
一
順
、
　
「
町
続
御
駕
欝
欝
引
請
之
ケ
所
家
建
等
仮
絵
図
」
（
文
政
四
年
写
）
一
七
枚
な
ど
と
と

も
に
、
金
沢
市
．
武
蔵
町
井
奈
武
兵
衛
氏
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
臼
下
原
本
の
所
在
は
不
明
と
な
り
、
大
正
期
の
氏
家
栄
太
郎
氏
に
よ
る
写
本

（
各
町
絵
図
二
七
枚
、
弓
隠
絵
図
六
枚
、
名
帳
五
冊
よ
り
な
る
）
を
、
⑨
文
政
二
年
の
写
図
と
と
も
に
、
市
立
図
書
館
「
氏
家
文
庫
」
で
見
得
る
。

　
「
絵
図
名
帳
」
初
冊
の
冒
頭
に
左
の
よ
う
な
文
化
八
年
十
二
月
の
壁
塗
肝
煎
の
添
書
が
あ
っ
て
、
本
図
成
立
の
由
来
な
ど
を
あ
る
程
度
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
町
御
支
配
惣
絵
図
前
々
汐
町
会
断
二
有
之
候
所
、
ケ
所
拝
見
当
相
違
之
義
御
座
候
二
付
、
十
三
ケ
年
以
前
右
相
改
草
戸
被
管
渡
、
則
出
来
藩
候
、
然
潮
凪
年

　
御
用
之
節
、
右
新
惣
絵
図
四
国
り
蝦
藻
寒
湿
、
先
年
之
惣
絵
図
を
以
写
指
上
下
処
、
頃
日
町
会
所
古
磐
物
入
櫃
冶
右
新
絵
図
出
国
候
二
選
、
見
競
候
処
、
見

　
当
等
少
々
宛
違
輔
導
候
、
依
而
新
墨
絵
図
譜
分
壱
枚
為
網
調
差
上
可
申
候
へ
共
、
当
年
出
来
不
得
候
間
、
右
出
来
迄
先
達
而
差
上
候
分
相
添
上
之
申
候
、
明

　
春
新
絵
図
之
分
出
来
、
差
上
可
申
候
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こ
れ
は
惣
絵
図
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
「
前
々
よ
り
」
こ
の
種
の
図
が
町
会
所
に
備
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
「
十

三
ヶ
年
以
前
」
つ
ま
り
寛
政
十
一
年
に
改
訂
が
あ
っ
た
こ
と
、
今
般
ま
た
そ
の
新
絵
図
づ
く
り
の
行
な
わ
れ
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。
　
「
前
々

よ
り
」
の
絵
図
と
は
前
掲
の
享
保
の
「
四
十
五
枚
偏
絵
図
や
そ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
惣
絵
図
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
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着
雪

坐
雛

鍵

囎
覇
獣

澱
蝶
潮

繋鍵難
　　第4図　金沢町方絵

騨
　

の
折
の
ご
と
く
各
町
の
肝
煎
か
ら
提
出
さ
せ
た
の
が
こ
の
「
部
分
図
」
で
あ

る
。

　
図
に
は
道
（
黄
色
）
・
水
系
（
水
色
）
・
山
野
（
緑
色
）
の
彩
色
を
施
す
ほ
か
、
赤

の
■
印
で
番
所
を
示
し
、
町
境
の
棚
や
木
戸
は
簡
略
な
が
ら
景
観
図
風
に
描

く
。
水
系
に
架
せ
ら
れ
た
橋
も
、
小
さ
い
も
の
ま
で
す
べ
て
記
入
し
て
あ
る
。

井
戸
の
分
布
も
示
す
。
ま
た
四
つ
辻
な
ど
要
所
要
所
に
は
方
位
盤
を
書
い
て

い
る
。
郊
村
は
黄
色
の
家
形
を
五
つ
六
つ
に
緑
色
の
竹
藪
な
ど
を
添
え
て
表

現
し
て
い
る
。
田
畑
は
所
々
に
「
田
」
ま
た
「
畑
」
の
文
字
で
示
す
。

　
む
ろ
ん
本
図
の
目
的
は
各
戸
の
住
人
を
正
確
に
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

わ
け
だ
か
ら
、
各
戸
に
屋
号
・
名
前
を
書
込
み
、
　
ま
た
た
と
え
ば
　
「
地
子

地
」
に
属
す
る
場
合
は
「
チ
」
の
ご
と
く
、
一
軒
ご
と
に
略
号
を
う
ち
、
本

町
・
地
子
町
・
相
対
請
地
な
ど
の
別
を
示
す
。
さ
ら
に
各
人
の
右
肩
に
は
、

十
人
組
の
組
分
け
を
表
わ
す
イ
ロ
ハ
の
記
号
が
赤
で
付
さ
れ
、
そ
の
数
組
の

連
合
を
才
許
す
る
組
合
頭
に
は
赤
丸
が
付
さ
れ
て
い
る
。
間
口
の
間
数
な
ど

は
一
切
記
入
し
て
い
な
い
が
、
縮
尺
三
六
〇
分
の
一
を
も
っ
て
ほ
ぼ
正
確
に

描
か
れ
（
従
っ
て
図
の
大
き
さ
は
一
一
〇
×
八
○
撒
け
辱
メ
、
八
○
×
八
三
匝
障
好
メ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ど
、
各
町
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
）
、
絵
図
ご
と
に
総
間
数
が
書
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
石
浦
町
の
場
合
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肝
煎
市
兵
衛
才
許
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一
弐
百
拾
六
間
壱
尺
四
寸
七
歩
八
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
浦
町
惣
間
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尻
地
拾
四
間

　
　
㎝
六
拾
五
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
物
心
家
数

　
　
　
内
　
イ
印
組
　
拾
四
軒

　
　
　
　
　
ロ
印
組
　
拾
軒

　
　
　
　
　
ハ
印
組
　
拾
軒

　
　
　
〆
三
拾
四
軒
組
合
頭
井
波
屋
太
郎
兵
衛
組
合

　
　
　
　
　
二
印
組
　
九
軒

　
　
　
　
　
ホ
印
組
　
拾
弐
軒

　
　
　
　
　
へ
印
組
　
拾
軒

　
　
　
〆
　
三
拾
壱
軒
組
合
頭
能
登
屋
半
三
郎
組
合

　
　
一
百
三
拾
歩
三
尺
九
寸
　
地
子
地
請
込

　
　
　
内
　
弐
拾
歩
士
宮
門
尺
　
安
永
九
年
繊
来
　
井
波
屋
太
郎
兵
衛
当
分
謂
地

　
　
　
残
　
百
拾
歩
弐
尺
九
寸
　
膨
来
年
号
相
知
レ
不
申
簾

　
ま
た
絵
図
に
は
「
町
医
師
」
な
ど
特
別
の
も
の
を
除
け
ば
、
屋
号
の
み
で
職
種
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
　
「
絵
図
名
帳
」
の
方
に
は
「
桶
屋

職
　
堀
田
屋
甚
助
」
・
「
指
物
職
　
吉
河
屋
伊
兵
衛
」
の
よ
う
に
職
種
を
も
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
町
屋
地
区
に
混
指
し
て
い
る
下
士
な
ど
に

つ
い
て
も
「
言
揚
付
足
軽
　
若
木
喜
左
衛
門
」
の
ご
と
く
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
寺
に
は
名
称
の
ほ
か
宗
派
の
別
も
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
本
図
と
絵
図
名
帳
と
に
よ
っ
て
、
文
化
八
年
現
在
の
金
沢
城
下
に
お
け
る
「
家
毎
の
家
業
を
一
目
瞭
然
に
み
得
、
こ
れ
を
通
し
て

金
沢
町
人
の
職
業
購
成
、
職
業
別
居
住
域
分
布
、
本
町
・
地
子
町
・
相
対
請
地
景
観
、
経
済
性
、
お
よ
び
盛
り
場
、
繁
華
街
の
位
置
、
侍
・
町
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第1表　藩政後期の金：沢城下絵図一覧表

名 称 所　蔵　者 纐翻i作成年｝サ・ズ司 鯉
得

雪 考

ω
只
只
ω
㈲
㈲
ω
凹
凹
圃
㈲
⑫
㈲
⑯
⑱
⑯
勧
⑱
㈲
⑳
⑳
⑳
㈱
⑳
　

〔寛政金沢図〕 金沢大学教育学部 宝暦7年頃
〔金沢地図〕 金沢市立図書館 090－847 寛政後期

〔金沢地図〕 〃 K2－444 ク

〔金沢地図〕 〃 090－487 文化初期

〔金沢城下大絵図） 〃 K2－840 文化期

金沢町方絵図部分図 ク 13．0－101 文化8年
加州金沢大絵図 室賀儒夫 文化15年

加陽城下図 金沢市立図書館 090－342 文化末～文政

金沢町奉行支配所町筋之図 〃 13．0－103 文政2年頃

金陵之図薩 ク 09G－704 文政3年頃
城下町割之大図 〃 16．8－170 文政4年頃
〔金沢図〕 〃 16．8－171 〃

〔金沢城下町之図〕 〃 王6．8－169 文政6～11年
〔金沢地図〕 ク K2－657 文政中期

〔文政金沢図〕 金沢大学教育学部 〃

文政年中金沢之図 金沢市立図書館 19，942 〃

金沢之図 南保進 文政11年

金沢地図 金沢市立図書館 096．0－266 文政13年頃

御次御用金沢十九枚御絵図 石刀i県立図書館 〃

金府図 金沢市立図書館 090－585 天保2～3年
金沢城下絵図 〃 13．0－80 天保初年

〔金沢市街図〕 〃 K2－250 天保2～9年
〔金沢地図〕 〃 090－282 天保後期

〔金沢市街図〕 金沢大学教育学都 天保末期

〔金沢之図〕 金沢市立図書館 19．9－76 嘉永期

〔〕は所蔵機関における仮称。分類番号は金沢市立図書館のもの。

192　×　176

179　×　177
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41×　78
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95×　82

290×295
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210×360
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240×26e

80×131

68×　87
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82X　94

77×124

89×131

169×169

文化6年写

文化14年湯浅愚庸写

割図27枚，大正期氏家栄太郎写

野村英林写

大正期山口禮孝写

割図31枚

槻橋弥三良写

後藤家旧蔵

山前田旧時愛蔵
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害聾唖19枚，　明治40年王疇家直考麦写
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②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

人
居
住
の
入
組
み
様
、
武
家
奉
公
人
分
布
な
ど
多
目
的
把
握
が
で
き
る
」
の
で
あ
り
、
す
で
に
そ
の
一
直
に
つ
い
て
は
水
上
一
久
氏
や
田
中
茂

に
よ
っ
て
詳
細
な
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
職
業
の
構
成
・
分
布
、
ま
た
町
年
寄
一
肝
煎
－
組
合
頭
一
組
の
地
域
的
編
成
の
復
原
で

き
る
点
が
、
本
史
料
の
著
し
い
特
徴
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
こ
の
文
化
・
文
政
の
二
大
事
業
の
前
後
か
ら
、
伝
え
ら
れ
る
絵
図
も
多
く
な
り
、
そ
の
作
成
時
期
の
不
明
な
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
田

中
氏
は
宝
暦
以
降
の
諸
豪
の
多
く
に
つ
い
て
、
八
家
の
家
譜
お
よ
び
藩
校
・
竹
沢
御
殿
・
芝
罵
言
麗
・
遊
郭
な
ど
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、

こ
の
煩
環
な
作
成
年
代
の
推
定
に
一
応
の
結
論
を
下
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
従
来
、
　
「
寛
政
図
」
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
宝
暦
後
期
、
同
じ
く

「
天
保
図
」
と
称
ば
れ
て
い
た
も
の
を
寛
政
後
期
の
成
立
と
推
定
す
る
な
ど
、
金
沢
城
下
絵
図
史
に
幾
多
の
新
し
い
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
以
下
、
小
稿
で
は
、
年
代
想
定
な
ど
に
つ
い
て
は
専
ら
氏
の
業
績
に
拠
り
な
が
ら
、
地
図
史
的
な
視
座
か
ら
の
観
察
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
に

し
よ
う
（
第
1
表
参
照
）
。

　
さ
て
、
右
図
と
同
じ
く
町
方
支
配
関
係
の
図
と
し
て
注
爲
さ
れ
る
の
は
、
⑨
「
金
沢
町
奉
行
支
配
所
町
筋
全
図
」
（
文
政
二
年
写
図
）
で
あ
る
。

道
（
黄
色
）
に
町
名
が
入
れ
て
あ
る
他
は
注
記
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
惣
潮
懸
そ
の
他
の
水
系
に
は
青
色
を
ぬ
り
、
橋
が
比
較
的
詳
細
に
記
載
さ
れ

て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
本
町
・
地
子
町
の
別
は
も
と
よ
り
、
町
屋
地
区
と
侍
屋
敷
地
区
の
区
別
さ
え
な
い
の
で
、
街
路
と
水
系
の
み
を

テ
ー
マ
と
し
た
、
い
わ
ば
都
市
土
木
図
と
も
考
え
ら
れ
る
特
殊
図
で
あ
る
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
に
皇
国
を
書
入
れ
て
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は

右
の
部
分
図
か
ら
惣
町
絵
図
を
編
纂
す
る
過
程
に
あ
る
未
完
図
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
い
ま
一
つ
特
殊
鋼
と
し
て
文
政
十
一
～
十
三
年
ご
ろ
の
作
成
と
さ
れ
る
⑱
「
金
沢
地
図
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
金
沢
大
学
教
育
学
部
蔵

の
⑯
〔
文
政
金
沢
図
〕
と
同
縮
尺
、
紙
幅
も
ほ
ぼ
同
一
で
、
こ
の
系
統
の
図
を
ベ
ー
ス
マ
ッ
プ
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
主
題
を
寺
院

の
宗
派
別
に
し
ぼ
っ
て
い
る
点
が
特
異
で
あ
る
。
町
屋
は
本
町
・
地
子
町
の
区
別
な
く
薄
墨
色
で
、
ま
た
武
家
に
つ
い
て
は
侍
屋
敷
・
組
屋
敷

・
下
屋
敷
の
別
な
く
薄
茶
色
で
表
わ
し
家
中
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
に
は
姓
名
（
大
身
に
は
禄
高
も
）
、
そ
の
他
の
も
の
に
は
姓
だ
け
が
書
入
れ
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て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
他
の
城
下
絵
図
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
寺
の
宗
派
別
を
色
で
塗
り
わ
け
て
い
る
の
は
本
図
だ
け
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
曹
洞
宗
（
茶
色
）
、
臨
済
宗
（
朱
色
）
、
同
法
洞
派
（
茶
緑
色
）
、
律
宗
（
白
色
）
、
真
言
宗
（
淡
緑
色
）
、
浄
土
宗
（
茶
色
）
、
時
宗
（
淡
青
色
）
、
法

華
宗
（
樺
色
）
、
西
本
願
寺
派
（
淡
墨
色
）
、
東
本
願
寺
派
（
淡
茶
色
）
。
　
「
文
政
十
三
庚
寅
三
月
完
成
岸
本
愛
之
」
と
記
名
す
る
人
物
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
田
中
氏
は
、
　
「
寺
社
奉
行
関
係
者
に
依
る
も
の
」
か
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
余
白
に
江
戸
・
鎌
倉
・
大
阪
・
彦
根
・
宇

治
・
堺
・
名
古
屋
お
よ
び
領
内
一
五
二
町
村
へ
の
「
金
沢
ヨ
リ
諸
道
程
」
が
記
載
し
て
あ
る
点
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は
民
間
の
宗
教

関
係
老
の
作
成
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
民
政
用
の
テ
ー
マ
図
に
対
し
、
文
政
四
年
ご
ろ
の
⑫
〔
金
沢
図
〕
は
、
　
「
御
普
請
会
所
侍
屋
鋪
等
間
数
附
」
と
付
札
に
あ

る
よ
う
に
、
普
請
会
所
の
作
成
に
か
か
る
と
思
わ
れ
る
屋
敷
割
り
図
で
あ
る
。
詳
細
な
点
間
図
で
、
大
小
区
々
、
ま
た
形
状
も
半
門
形
・
方
形

な
ど
様
々
の
三
一
枚
に
切
ら
れ
て
お
り
、
各
猛
撃
に
付
さ
れ
た
丸
に
十
字
の
赤
い
記
号
で
、
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
町
屋
地
区
に

つ
い
て
は
本
町
、
地
子
町
と
注
記
す
る
だ
け
で
町
名
も
な
い
が
、
家
中
の
姓
名
、
間
口
・
奥
行
の
顕
爵
を
書
入
れ
、
八
家
に
つ
い
て
は
本
図
で

は
空
白
に
し
て
屋
敷
ご
と
の
別
図
が
作
ら
れ
、
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
意
地
な
ど
に
つ
い
て
は
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
　
「
御
武
具
土
蔵
付
足
軽
五

人
」
式
に
記
載
す
る
。
前
記
の
丸
に
十
字
の
記
号
以
外
は
、
　
一
切
色
彩
は
な
く
、
所
々
に
「
此
所
墨
字
溝
候
哉
」
な
ど
疑
問
点
を
朱
で
書
き
込

ん
で
あ
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
こ
れ
は
大
き
な
釜
敷
割
り
の
一
枚
図
を
作
成
す
る
た
め
の
準
備
段
階
の
図
で
も
あ
ろ
う
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
天
保
初
年
の
⑳
「
金
沢
城
下
絵
図
」
は
、
九
枚
よ
り
な
る
田
図
（
　
枚
は
お
よ
そ
五
六
×
八
○
諺
呼
メ
）
で
あ
る
が
、
余
白
に
地
類
わ
け
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

凡
例
を
か
か
げ
る
。
往
来
（
黄
色
）
、
河
溝
（
青
色
）
な
ど
一
般
に
用
い
ら
れ
る
色
わ
け
の
ほ
か
、
町
屋
に
つ
い
て
は
本
町
・
地
子
町
の
区
分
さ
え

せ
ず
薄
墨
色
一
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
御
普
請
会
所
（
赤
色
）
・
八
家
（
薄
赤
色
）
・
人
持
組
七
二
家
（
淡
樺
色
）
・
寄
合
組
一
四
家
（
濃
樺
色
）
・
足
軽

小
者
な
ど
の
組
地
（
薄
青
色
）
の
ご
と
く
、
家
臣
団
の
屋
敷
を
ク
ラ
ス
別
に
色
分
け
し
て
い
る
点
に
著
し
い
特
色
が
あ
る
。
と
く
に
赤
は
御
普
請

会
所
の
み
の
所
在
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
天
徳
院
・
宝
円
寿
・
観
音
院
な
ど
前
閏
氏
と
由
縁
の
寺
社
、
お
よ
び
藩
校
・
公
事
場
・
町
会
所
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

射
場
・
角
場
な
ど
の
公
的
機
関
に
共
通
し
て
彩
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
い
わ
ば
御
普
請
会
所
の
管
轄
地
物
を
示
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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な
お
、
本
図
に
お
い
て
は
下
屋
敷
は
薄
茶
を
施
す
の
み
で
、
の
ち
に
一
般
図
の
乙
群
の
標
識
と
み
な
す
塗
樽
を
欠
く
が
、
北
の
大
樋
町
の
背
後

に
「
蓮
池
」
を
ニ
カ
所
載
せ
る
点
や
、
華
麗
な
描
き
ぶ
り
が
、
後
掲
の
⑱
〔
金
沢
城
下
町
之
図
〕
（
文
政
六
～
十
一
年
頃
）
に
き
わ
め
て
近
い
。
お

そ
ら
く
右
図
な
ど
を
基
図
に
し
て
な
っ
た
主
題
図
な
の
で
あ
ろ
う
。

①
　
矢
守
「
御
次
御
用
金
沢
十
九
枚
御
絵
図
と
そ
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
」
　
人
文

　
地
理
三
一
－
一
。

②
　
田
中
他
『
伝
統
都
市
の
空
間
論
』
　
一
〇
穴
ペ
ー
ジ
、
ま
た
同
氏
著
『
城
下
町

　
金
沢
』
　
日
南
書
院
　
昭
臨
～
に
も
相
対
請
地
な
ど
に
つ
い
て
の
精
密
な
分
析
が

　
な
さ
れ
て
い
る
。

⑧
水
上
一
久
「
城
下
町
金
沢
の
職
業
構
成
一
…
文
化
八
年
金
沢
町
方
絵
図
名
帳
に

　
よ
る
考
察
」
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
　
哲
学
史
学
篇
九
　
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
以
下
。

④
た
と
え
ば
「
宇
和
島
城
下
絵
図
」
元
禄
十
六
年
で
は
樺
色
、
享
保
三
年
頃
の
岸

和
田
城
下
絵
図
（
勝
井
五
一
書
痴
旧
藩
）
で
は
土
色
（
大
越
勝
秋
「
岸
和
田
の
械

下
町
」
教
育
地
理
三
）
、
　
「
但
馬
国
出
石
城
絵
図
」
（
文
化
七
年
、
出
石
町
教
育
委

員
会
蔵
）
で
は
赤
色
、
天
盟
年
間
の
広
島
南
下
絵
図
（
『
新
修
広
島
市
国
』
五

昭
三
七
　
所
蚊
）
で
は
朱
色
が
そ
れ
ぞ
れ
公
路
機
関
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

種
の
地
類
わ
け
と
色
彩
に
よ
る
記
号
を
も
ふ
く
め
た
城
下
絵
図
の
図
式
に
つ
い
て

の
対
比
考
察
も
「
ま
え
が
き
」
に
述
べ
た
⑧
に
属
す
る
も
の
で
他
日
、
発
表
の
機

を
得
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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四
　
後
期
の
嗣
般
図
の
系
統
分
類

　
前
章
の
テ
ー
マ
図
以
外
は
、
す
べ
て
一
般
図
と
し
て
括
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
見
方
に
よ
っ
て
は
こ
れ
も
ま
た
土
地
利
用
区
分
図
と
い
う
テ

ー
マ
図
で
あ
り
、
金
沢
の
揚
合
、
そ
の
原
型
を
な
し
た
の
は
有
沢
武
貞
の
「
加
州
金
沢
町
割
正
極
之
大
図
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

本
図
以
降
の
一
般
図
を
分
類
し
整
理
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
有
沢
図
と
の
異
同
が
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
つ
ぎ

に
掲
げ
る
第
2
表
は
、
市
立
図
書
館
所
蔵
図
を
中
心
に
、
記
載
内
容
、
ま
た
と
く
に
図
式
や
縮
尺
な
ど
地
図
史
的
な
視
座
よ
り
試
み
た
系
統
分

類
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
市
民
の
問
な
ど
に
、
多
く
の
絵
図
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
検
討
さ
れ
る
べ

き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
逆
に
そ
れ
ら
の
画
図
の
位
置
づ
け
に
、
一
応
の
手
が
か
り
を
提
供
し
う
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
一
つ
の
流
れ
は
本
町
・
地
子
町
な
ど
の
別
を
魚
分
け
で
示
し
、
下
屋
敷
地
区
の
内
部
の
道
、
あ
る
い
は
そ
の
外
郭
に
罫
線
を
施
し
て
い
な
い

絵
図
群
と
し
て
一
括
で
き
る
（
甲
群
）
。
ま
ず
有
沢
図
の
直
系
と
い
え
る
も
の
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。
時
代
は
下
る
が
⑯
「
文
政
年
中
金
沢
之
図
扁



金沢城下絵図史について（矢守）
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（図番号は第1表参照。）

（
縮
尺
約
一
〇
〇
〇
分
の
一
）
や
嘉
永
期
の
⑳
〔
金
沢
之
図
〕
な
ど
は
地

類
を
示
す
饒
わ
け
ま
で
有
沢
図
の
そ
れ
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。

と
も
に
藩
の
穴
生
取
締
役
を
つ
と
め
た
後
藤
家
に
つ
た
わ
っ
た
図
で

あ
る
こ
と
も
注
目
を
ひ
く
。
た
と
え
ば
前
老
が
侍
屋
敷
を
黄
（
山
吹

色
）
、
本
町
を
燕
脂
、
地
子
町
・
地
子
地
を
丹
、
橋
を
紅
黄
色
で
表
わ

す
点
な
ど
は
有
沢
図
に
等
し
く
、
足
軽
小
者
を
空
色
で
示
し
、
村
名

を
丹
黄
土
亀
の
小
判
形
に
記
す
点
は
、
　
そ
れ
ぞ
れ
有
沢
図
の
　
「
萌

黄
　
足
軽
小
者
」
や
、
　
「
丹
黄
土
　
百
姓
地
」
に
通
ず
る
。
嘉
永
期

⑳
〔
金
沢
之
図
〕
に
な
る
と
、
一
＝
項
の
「
彩
色
之
凡
例
」
を
掲
げ

る
が
、
そ
の
う
ち
つ
ぎ
の
各
項
は
、
先
に
引
い
た
有
沢
図
の
「
二
五

品
」
と
重
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
墨
）
惣
構
之
土
居
芽
馬
場
、
（
藍
漏
）
河
堀
溝
用
水
水
道
溜
水
、
（
黄
）
侍
屋

　
敷
、
（
萌
黄
）
小
人
馬
取
等
ノ
類
鍾
長
柄
小
者
同
小
頭
等
、
　
（
燕
脂
）
本
町

　
屋
、
（
丹
黄
土
）
百
姓
地
、
（
紫
）
三
社
門
前
地
町
屋
、
（
紅
黄
）
橋
、
　
（
藍
墨
）

　
屋
称
、
（
濃
崩
黄
）
樹
木
森
林
並
木
。

　
な
お
、
こ
の
図
で
は
「
（
薄
桃
色
）
侍
屋
敷
ノ
請
込
地
或
地
子
地
」
、

「（

ヰ
F
）
用
屋
敷
」
な
ど
、
有
沢
図
以
上
に
詳
細
な
地
類
の
別
を
加

え
て
お
り
、
ま
た
⑯
「
文
政
年
中
金
沢
之
図
漏
と
も
ど
も
、
下
級
の

士
分
の
屋
敷
に
ま
で
姓
ま
た
は
姓
名
を
記
入
し
て
い
る
点
で
も
有
沢
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図
よ
り
詳
し
い
。
両
や
大
き
な
寺
社
の
景
観
図
的
な
差
響
、
こ
と
に
下
屋
敷
に
家
紋
を
書
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
有
沢
図
以
前
の
寛
文

・
延
宝
図
の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
ま
～
つ
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
つ
つ
も
、
特
異
な
大
図
が
あ
る
。
文
政
四
年
の
⑪
「
城
下
町
割
之
大
図
篇
が
そ
れ
で
、

縮
尺
は
前
記
の
圃
年
作
成
の
⑫
〔
金
沢
図
〕
と
同
じ
く
一
分
一
間
図
、
つ
ま
り
六
〇
〇
分
の
一
、
誠
と
鷹
巣
の
問
を
描
く
。
ご
く
一
部
に
屋
敷

割
り
を
書
き
か
け
て
お
り
、
未
完
の
図
と
思
わ
れ
る
が
、
注
塗
す
べ
き
点
は
有
沢
図
と
同
じ
地
類
わ
け
の
彩
色
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
本
町
を
燕
脂
、
地
子
町
を
朱
、
組
地
を
空
色
（
有
沢
図
で
は
浅
黄
色
）
、
高
屋
敷
を
黄
色
、
寺
社
を
鼠
色
、
門
前
町
を
紫
黒
で
表
わ
す
。

藩
が
ど
う
い
う
目
的
で
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
土
地
利
用
図
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
関
係
史
料
は
見
出

せ
な
い
。
あ
る
い
は
文
政
五
年
夏
下
命
さ
れ
る
「
御
次
御
用
十
九
枚
御
絵
図
」
作
成
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
作
成
時
期
は
右
の
後
藤
家
図
よ
り
や
や
遡
る
が
、
室
賀
信
夫
三
蔵
⑦
「
加
州
金
沢
大
絵
図
」
（
文
化
＋
五
年
）
や
⑩
「
金
陵
之
図

画
」
（
文
政
三
年
ご
ろ
）
は
、
有
沢
図
の
地
類
わ
け
の
配
色
と
は
か
な
り
異
っ
た
彩
色
を
施
し
て
い
る
（
甲
二
群
）
。
す
な
わ
ち
前
者
は
本
町
を
薄
萌

黄
色
、
地
子
町
を
鶯
色
、
後
者
は
本
町
を
墨
、
地
子
町
を
薄
墨
に
塗
り
分
け
て
い
る
。
し
か
し
前
者
は
こ
の
他
、
再
姓
地
は
有
沢
図
と
同
じ
く

丹
黄
土
に
す
る
の
を
は
じ
め
、
山
・
道
・
水
系
、
さ
ら
に
有
沢
図
に
は
な
か
っ
た
門
（
白
）
拝
領
地
七
ケ
所
御
預
地
丼
請
地
印
」
の
別
を
立
て
た

凡
例
を
掲
げ
、
後
老
に
も
前
記
の
ほ
か
、
相
対
請
地
を
淡
赤
で
区
分
す
る
な
ど
色
わ
け
に
よ
る
土
地
利
用
分
類
図
の
要
素
が
濃
厚
で
あ
る
。
な

お
⑧
「
加
点
城
下
図
翫
（
文
化
末
～
文
政
前
期
）
は
、
本
町
・
地
子
町
の
別
を
彩
色
で
は
な
く
文
牢
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
点
で
後
述
の
乙
グ
ル
ー

プ
に
近
い
が
、
（
黄
色
）
道
、
（
青
色
）
水
系
、
（
赤
色
）
橋
、
（
茶
色
）
山
、
（
緑
色
）
木
の
凡
例
を
掲
げ
て
い
る
し
、
　
「
金
陵
之
図
画
偏
と
同
じ
く
大
身

邸
に
家
紋
を
入
れ
る
。
以
上
三
者
と
も
に
縮
尺
約
六
〇
〇
〇
分
の
一
、
⑧
「
加
陽
城
下
図
し
も
こ
の
系
統
の
亜
種
と
し
て
お
こ
う
。

　
逆
に
寛
政
後
期
の
㈲
〔
金
沢
地
図
〕
は
本
町
・
地
子
町
を
と
も
に
薄
青
色
と
し
て
区
別
し
て
い
な
い
点
、
運
搬
に
通
ず
る
け
れ
ど
も
、
乙

群
の
特
色
で
あ
る
下
屋
敷
の
朱
線
も
欠
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
組
地
に
薄
墨
色
、
侍
屋
敷
に
薄
燕
脂
色
、
寺
社
に
白
色
を
彩
色
し
、
大
寺
社
や
主

要
な
橋
、
村
落
を
景
観
図
風
に
描
く
な
ど
の
点
か
ら
甲
二
群
に
編
入
し
て
み
た
。
田
中
氏
は
「
御
用
屋
鋪
、
女
中
屋
鋪
の
記
載
、
八
家
国
守
号
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①

の
叙
任
、
通
称
の
用
い
方
等
」
記
載
内
容
に
お
い
て
、
本
図
は
②
〔
金
沢
地
図
〕
と
全
く
同
一
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
成
立
年
代

が
と
も
に
寛
政
後
期
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
聞
に
は
本
町
・
地
子
町
の
別
の
有
無
や
彩
色
、
そ
し
て
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
相
違
が
あ

る
。
本
図
は
甲
二
群
と
同
じ
一
分
十
閲
図
で
あ
る
。

　
金
沢
城
下
図
の
一
般
図
の
系
統
樹
に
お
い
て
、
甲
・
乙
二
群
の
大
き
な
分
岐
点
を
な
す
標
識
と
し
て
、
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
下
屋
敷
に
施
さ

れ
た
罷
業
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
朱
線
の
意
味
は
不
詳
で
あ
る
が
、
今
日
の
い
わ
ば
〈
公
道
〉
に
対
す
る
〈
私
道
〉
を
表
わ
す
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

下
自
盛
の
周
囲
に
施
さ
れ
た
場
合
は
〈
私
領
〉
の
範
型
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
寛
政
後
期
の
作
成
と
さ
れ
る
②
〔
金
沢
地
図
〕
あ

た
り
か
ら
出
現
す
る
も
の
で
、
こ
の
図
と
⑤
〔
金
沢
城
下
大
絵
図
〕
（
文
化
十
四
年
湯
浅
砥
転
写
）
に
お
い
て
は
大
身
の
下
屋
敷
の
周
囲
が
朱
線
で

か
こ
っ
て
あ
る
。
そ
し
て
、
本
町
・
地
子
町
・
百
姓
地
な
ど
の
区
別
を
、
彩
色
に
よ
っ
て
で
は
な
く
文
字
で
示
し
て
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

な
お
、
前
者
で
は
城
内
も
か
な
り
詳
し
く
描
か
れ
（
後
者
で
は
城
内
は
空
白
）
、
角
燈
の
名
称
な
ど
も
記
入
し
て
い
る
。
と
も
に
寺
院
に
名
称
の
ほ

か
「
日
」
（
日
蓮
宗
）
、
　
「
セ
ソ
」
（
禅
宗
）
の
ご
と
く
宗
派
を
示
す
略
号
を
付
す
。
道
を
黄
色
、
水
系
を
青
色
、
崖
・
山
な
ど
を
緑
色
で
塗
る
こ

と
は
他
と
か
わ
ら
な
い
。
縮
尺
は
と
も
に
約
三
分
十
間
二
〇
〇
〇
分
の
一
。

　
乙
二
群
と
し
て
括
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
な
る
と
、
下
屋
敷
地
区
内
の
道
路
網
に
朱
線
が
入
れ
ら
れ
、
本
町
・
地
子
町
の
区
別
が
行
な
わ
れ
ず
、

町
屋
地
区
一
本
で
薄
墨
が
塗
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
0
3
〔
金
沢
城
下
町
企
図
〕
（
文
政
六
～
十
一
年
頃
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
竹
沢
御

殿
・
観
音
院
・
春
日
社
な
ど
の
堂
宇
は
狩
野
派
流
の
手
法
で
極
彩
色
に
描
き
、
村
落
も
数
戸
の
家
屋
と
木
々
で
表
現
し
、
枠
で
囲
っ
た
村
名
を

付
し
て
い
る
。
北
部
の
大
樋
町
の
背
後
の
田
地
に
「
蓮
池
」
三
ヵ
所
を
載
せ
る
の
も
本
図
の
特
異
点
の
一
つ
で
あ
る
。
「
槻
橋
弥
三
良
図
之
」
と

あ
る
⑭
〔
金
沢
地
図
〕
は
、
右
の
模
写
で
、
縮
尺
は
と
も
に
六
分
十
問
（
一
〇
〇
〇
分
の
一
）
、
た
だ
し
前
諾
で
は
若
千
の
農
家
を
描
い
て
村
落

を
表
わ
し
て
い
る
の
に
対
し
、
尊
老
で
は
点
線
で
囲
っ
た
楕
円
の
内
部
を
オ
レ
ン
ジ
色
で
塗
っ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
は
城
内
は
じ
め
一
五
カ

所
に
方
位
盤
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
金
沢
大
学
教
育
学
部
蔵
⑮
〔
文
政
金
沢
図
〕
は
、
こ
の
後
者
、
つ
ま
り
詩
評
弥
三
良
図
を
一
分
十
問
に
縮
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
寺
社
地
に
桃
色
、
組
地
に
鉄
緑
色
、
郡
地
に
黄
色
を
施
す
な
ど
、
さ
ら
に
カ
ラ
フ
ル
と
な
る
（
な
お
、
先
に
寿
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院
の
宗
派
別
を
テ
ー
マ
と
す
る
図
と
し
て
掲
げ
た
㈱
岩
本
愛
之
写
図
は
、
本
図
と
岡
サ
イ
ズ
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
南
保
進
氏
蔵
⑰
「
金
沢
之
参
し
（
文
政
十

一
年
）
や
金
沢
大
学
教
育
学
部
蔵
㈱
〔
金
沢
市
街
図
〕
（
天
保
末
期
）
、
市
立
図
書
館
蔵
⑳
〔
金
沢
地
図
〕
（
天
保
後
期
）
な
ど
も
乙
二
群
に
属
し
よ

う
。
⑯
南
保
氏
本
は
前
田
直
時
愛
蔵
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
重
厚
輩
麗
な
描
き
ぶ
り
で
あ
り
、
他
の
二
点
も
観
音
院
や
肉
や
木
な
ど
、
ま
た

村
落
も
数
遍
の
屋
根
形
と
樹
木
で
景
観
肥
馬
に
あ
ら
わ
し
、
八
家
に
は
家
紋
を
入
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
約
八
○
×
＝
二
〇
匝
秘
呼
メ
の
サ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ズ
で
あ
る
。
こ
の
三
点
は
系
統
的
に
親
縁
関
係
に
あ
る
が
、
後
の
二
点
は
南
保
氏
本
に
比
べ
、
か
な
り
粗
い
写
図
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
乙
三
群
と
し
て
一
括
す
る
諸
図
は
、
本
町
・
地
子
町
の
別
を
文
字
で
示
す
一
方
、
乙
群
の
標
識
と
し
た
下
屋
敷
の
朱
線
を
欠
い
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
甲
群
と
み
な
し
、
軽
輩
の
特
色
で
あ
る
本
町
・
地
子
町
の
色
わ
け
を
、
文
字
の
注
記
を
も
っ
て
代
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
し
か
し
、
㈹
〔
金
沢
地
図
〕
（
文
化
初
期
）
は
、
縮
尺
（
三
分
十
問
）
や
、
本
町
・
地
子
町
の
注
記
の
仕
方
な
ど
に
お
い
て
乙
一
群
に
通

ず
る
面
が
濃
厚
な
の
で
、
②
〔
金
沢
地
図
〕
（
寛
政
後
期
）
や
⑤
湯
浅
租
庸
写
図
〔
金
沢
城
下
大
絵
図
〕
（
文
化
十
四
年
写
）
と
系
統
を
同
じ
く
し

つ
つ
も
、
下
屋
敷
の
朱
線
を
略
し
た
も
の
と
想
定
し
て
み
た
次
第
で
あ
る
。
天
保
二
～
三
年
ご
ろ
の
㈲
「
金
野
図
」
と
同
じ
く
天
保
前
期
の
⑳

〔
金
沢
市
街
図
〕
は
、
縮
尺
も
、
ま
た
城
内
に
は
「
御
忌
」
と
記
入
す
る
の
み
で
あ
る
点
、
城
郭
の
墨
の
線
、
観
音
院
な
ど
の
景
観
図
そ
の
他
、

同
類
の
も
の
で
あ
る
。
縮
尺
は
こ
と
な
る
が
、
右
の
ω
〔
金
沢
地
図
〕
（
文
化
初
期
）
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
多
く
、
同
じ
く
乙
三
群
に
属
す
る
も

の
と
い
え
る
よ
う
に
思
う
。

③
　
国
界
「
城
下
町
古
図
に
つ
い
て
」
　
四
〇
ペ
ー
ジ
。

②
　
件
の
下
屋
敷
の
芯
線
は
原
田
伴
彦
・
西
嶺
幸
治
・
矢
守
編
『
中
部
の
市
街
古
図
』

　
鹿
島
出
版
　
昭
五
四
　
所
収
（
南
保
進
氏
蔵
「
金
沢
之
図
」
、
表
1
の
㈲
）
、
矢
守

　
編
『
金
沢
・
名
古
屋
』
　
（
目
本
の
古
地
図
1
2
）
　
講
談
社
　
昭
五
二
　
所
収
（
衷

　
1
の
㈱
）
の
各
カ
ラ
ー
復
製
版
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

③
　
増
田
「
金
沢
域
下
古
図
の
し
お
り
」
　
四
ペ
ー
ジ
。

　
〔
付
記
〕
　
調
査
に
際
し
格
別
の
御
世
話
を
い
た
だ
い
た
金
沢
市
立
図
書
館
の
宮

竹
広
春
館
長
、
谷
村
史
・
吉
本
澄
与
治
の
各
鶏
、
な
ら
び
に
國
田
太
郎
館
長
、
高

桑
和
子
・
表
政
渡
・
香
村
幸
作
氏
を
は
じ
め
石
川
県
立
図
書
館
の
各
位
に
、
衷
心

よ
り
御
礼
申
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
販
大
学
文
学
部
教
授
　
豊

4
）
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The　Relative　Values　between　Gold　and　Silver　ttnder

the　Later　Abbasid　Caliphate，　907－98e　A．　D．

by

Kelshiro　Sato

　　We　may　conclude　from　several　statements　of　“Kitab　Ta’rikh－e

Qomm”，　Miskawayh’s　“Kitab　Tajarib　al－Umam”　and　other　islamic

sources　about　the　relative　values　of　go1d　and　silver　under　the　Caliph

al－Muqtad1r　（907－932）　in　the　tenth　century　as　follows：

　　1）　the　dinar　was　reckoned　as　15　dirhams．

2）　the　gold－silver　ratio　was　13g：　1．

　3）　the　dinar　of　pure　gold　bullion　having　the　standard　weight　（one

　　　mithqal）　was　equivalent　to　17　dlrhams．

It　was　caused　by　scanty　supp1y　of　legal　coins　by　the　government　alld

hoard　of　standard　coins　by　powerful　peopie　that　the　clvii　demand　for

necessary　amounts　of　coins　was　not　filled　and　a　great　quantlty　of　de－

based　coins　was　thus　prevailing，　so　that　it　was　lnevitable　to　we1gh　and

assay　broke1王co圭ns，　grains　and　ingots　of　precious　meta正and　to　calculate

in　terms　of　pure　gold　dinar　both　in　public　and　private　accounts．

The　Antique　Maps　o麦the　Castle　Town　Kanazawa金沢

by

Kazuhiko　Yamori

　　In　the　fields　of　antique　maps　of　the　Edo　era，　studies　on　ehe・manu－

script　maps　of　the　castle　tewns　have　been　rather　neglected，　compared

with　those　of　the　printed　maps．　There　may　be　two　ways　to　treat　the

antique　maps　of　the　castle　towns．　One　is　to　classify　them　by　compar－

ison，　and　the　other　is　to　inquire　various　maps　of　an　individual　town

historicaliy，　the　way　the　author　adopts　in　this　article．　He　takes　Kana－

zawa，　the　castle　town　of　the　largest　han藩．　Among　many　antique

maps　of　that　towlユ，　the　splendid　map　presented　to　the　bakorfu．幕府in

（496）



1668，seveiTal　maps　made　by　Tafeesada　Arisawa有沢武貞who　was　a　sa．

m・・ai・f　th・t鵬th・．　P・eci・e・卿ry・・卑pl・t・d　iR　1829．・・d・・m・

others　are　import’ant．　Thete　are’　ihcteasingly　more　maps　in　the　nine－

teenth　century．　The　author　divides　them　into　two　parts，　that　is　the－

matic　maps　and　general　maps，　and　turthermore　subdivides　the　latter

rnainly　according　to　the　degree，　of　relation　to　the　map＄　by　Arisawa．
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